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令和４年度 稲生小学校 学校経営の改革方針 
   

１ 学校教育目標 

「人間性豊かで、たくましい実践力をもった子どもの育成」 

 

２ めざす学校像 

「あいさつが響き合い 笑顔いっぱい 思いやりにあふれる学校」 

・確かな学力・健やかな体を育む学校 

・一人ひとりが大切にされる学校 

・家庭や地域に信頼され，ともに創り上げる学校 

・子どもの成長を喜び，教職員自らも成長し続ける学校 

 

３ めざす子ども像 

 

４ めざす教職員像 

      ・教育に対する使命感と誇りをもち，学び続ける向上心のある教職員 

      ・子どもたちに深い愛情を注ぎ，子どもとともに生きる姿勢をもつ教職員 

      ・主体的・協働的に行動できる教職員 
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５ 経営方針及び達成方策 

（１）「チーム稲生」を意識した組織的な学校経営を行う。 

〇学年主任を柱とした学校組織の構築 

〇危機管理体制の確立  迅速な報告・連絡・相談と確認の徹底 

〇やりがいや満足感をもって仕事ができる職場づくり 

（２）子どもたちの「生きる力」を育む教育課程を創造編成する。 

〇系統性，横断的な視点でのカリキュラム・マネジメントの推進 

〇全国学調・みえスタ・体力テストの結果分析を通した授業改善 

〇ＩＣＴを効果的に活用した授業づくり 

（特別支援教育の視点，教科担任制，習熟度別学習，図書館活用） 

（３）人権教育，特別支援教育をベースにした教育活動を推進する。 

    ※合言葉「みんなが○あ○ん○し○んできる稲生小学校」 
〇児童の実態把握に基づく人権教育の推進 

〇児童理解と，特支Coを核とした全校で見守り育てる特別支援教育の推進 

〇問題行動の未然防止 

〇家庭との連携，「鈴鹿市不登校対策初期対応マニュアル」を活用した不登 

校対策：欠席日数の減少 

〇「いじめ防止基本方針」に沿ったいじめ防止の徹底 

〇コロナ禍における自助能力の育成（防災・減災教育の推進） 

（４）家庭や地域とともにある学校づくりを推進する。 

〇学校運営協議会での熟議の推進 

〇ゲストティーチャーやボランティア等地域人材の活用と地域学習の推進 

〇学校だよりやHPによる学校情報の発信 

 

総勤務時間の縮減に向けた取組 

 

 

 

 

・月 45時間，年360時間を超える時間外労働者の年間の延べ人数：0人 

・１人当たりの月平均時間外労働時間：３0時間以下 

・１人当たりの年平均休暇取得：2２日以上 

・設定日に定時退校できる職員の割合：９０％以上 

・放課後に開催され60分以内に終了する会議の割合：70％ 


